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耗 々が泉大物性研笑村研においで行なった ,圧力下V_おける液体ナ トリウム
金腐a)足線回折の実験結果 について報告する｡




装置 の概略 を図 1に示す｡ Sは試料 ,AAは外径 5mln,内径 2mmo'DBe,
BはX線用の窓をあけたBe-Cu の圧力容器 ,Cは高圧用eI･ステンレスパイ
プであ D,圧力媒 体 としてはケロ_シンオイルを用い,温度は 140℃に保 った｡
M o ターゲットajX線管球 からo'3X線を直径 1mmにしぼって試料匠あて,ス
リット巾 10 で ,各点につ き10,000カウント以上の測定をZr,Yの
Rossフ ィ ルターについて行い , MoKαに対 す る且緑回折曲線 を求めた｡測
定 は装置の幾何学的条件を変 えることな く,常産 ,1.0kbar,1.9kbar,
5.0kbar, 5.8kbar の各圧 力 について行 い ,Be に よる回折 の部分ト=品こ岩∋
を差 し引いた後 ,回折 に関係 す る粒子数 の圧 力変化 ,試料 内部 におけ る
X線の自己扱収の圧力変化の補正を行い ,構造因子 a(k) を求めた｡ 夜か ,
液体 ナ ト1)ウム金属o')体積 の圧力変化は ,1気圧における圧縮率 21×
10-12C.G.Sの値が圧力によって変化 しないとして求 めた.
図 2に構造因子 a(汰)の firstpeak の高さを示す.液体金属において
hardspheremodelを考 えることは ,ion-ion間 の potentialに対 し
て伝導電子e)存在が重要であることを考 えると問題 があるが,便宜上 a(k)の
firstpeakを hardspheremodelで近似 して,そo'Dときa)hardsphere
0
の直径 qo'D圧力変化が どうなるか考 えてみるo Okbar では ,0-5.2SA
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とすれば実験 とは ･ゞ一致す る｡ 今 ,一つeJ特別な場 合 として,圧力に よる体鏡
変化にかかわらず Oが一定 であるとい うfixeddiametermodel で考 えて
み ると,5.8kbarでは a(k)の firstpeakは約 16多増加するが,実験
とはあわ ないo次に ,電子ガスに よるイオン.a)screening lerlgthは
Thomas-Fermimodel では電子密度 の-1/6乗 に比例するが ,Oが
sL,reening lengthに比例するとすれば Oは 5.8kbarでの休債変化 8多に
○
対応 して,4多野少 し,0-5.19Aとなる｡ 一方 . ion-ion間 a)poten-
tialがcu(2kFr)/r5の形 で表 わされるとし,Oがこのpotential
の瞳中値の変化に比例 して変わ るとすれば ,Gは kF に逆比例することに夜 9,
packingfrとICtion ワニ(OkF )5/ 187Eは一定 と覆る｡ この fixed
O
packing fractionmodelでは5.8kbdr では 0-5.14Aにな D,実
0
験値 と大体-致 する0-5.15Aとかなy30'3-敦 を示す｡従 って,液体 ナ トリ
ウム金属U)場合 ,a(k)o'Dfirstpeakを h之irdspheremodelで近似 し
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図 2. a(k)の firstpeakの高さ
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